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平成23年 

月号 No.635

主

な

内

容

　11月25日、下五反沢集落自治会主催による第３回防災
チェック＆アクションが、秋田県と秋田県北部男女共同
参画センターの共催で行われました。
　開会行事の後、炊き出し訓練が行われ、お米を炊き出
し用のビニール袋に詰め、水を入れた後、鍋で１時間程
度加熱しました。炊き出しができるまでの間、北秋田市
消防本部上小阿仁分署による、心臓マッサージやＡＥＤ
（自動体外式除細動器）を利用した救急救命法や、骨折
したときに、患部を固定するために副木として段ボール
などを利用する方法など学びました。

「防災チェック＆アクションＰａｒｔ３」
～地域を変える男女共同参画実践力アップ事業～

納期限のお知らせ納期限のお知らせ 村 県 民 税  第４期・国民健康保険料　　　  第６期
介護保険料  第６期・後期高齢者医療保険料  第６期 1２月２６日（月）
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11
月
22
日
、
吐
く
息
が
白
く
、
冷
え

込
み
が
厳
し
い
中
、
力
自
慢
の
参
加
チ
ー

ム
が
登
場
し
、
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　

開
会
式
で
主
催
者
の
出
川
公
民
館
長

は「
雪
が
降
り
始
め
寒
い
中
、
学
校
、
仕

事
が
終
わ
っ
て
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
行
事
に
参
加

さ
れ
る
方
、
応
援
さ
れ
る
方
、
お
互
い
に

親
睦
を
深
め
な
が
ら
、
体
力
づ
く
り
を
し

て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
く
だ

さ
い
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
小
学
校
６
年
生
の
小
林
奨
く

ん
が「
私
た
ち
選
手
一
堂
は
ス
ポ
ー
ツ
で

鍛
え
た
体
と
、
仲
間
の
絆
を
力
に
変
え
、

精
一
杯
綱
を
引
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」と

宣
誓
し
ま
し
た
。

　

小
・
中
学
生
の
部
は
、
小
沢
田
子
ど
も

会
が
沖
上
・
中
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
、
五
反
沢

子
ど
も
会
に
勝
利
し
優
勝
し
ま
し
た
。
試

合
は
接
戦
の
た
め
長
い
時
間
、
綱
が
動
か

ず
、
お
互
い
歯
を
食
い
し
ば
り
な
が
ら
我

慢
の
展
開
で
し
た
が
、
応
援
団
の「
せ
ー

の
」の
掛
け
声
に
リ
ズ
ム
を
つ
か
ん
だ
小

沢
田
子
ど
も
会
が
２
本
目
、
３
本
目
で
逆

転
す
る
場
面
も
見
ら
れ
会
場
を
沸
か
せ

ま
し
た
。

　

一
般
男
女
混
合
の
部
は
、
チ
ー
ム
Ｙ
Ｋ

Ｂ
と
チ
ー
ム
営
林
署
に
勝
利
し
た
小
沢
田

チ
ー
ム
と
、
チ
ー
ム
ア
ラ
サ
ー
に
勝
利
し

た
友
生
園
チ
ー
ム
が
決
勝
戦
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
13
回
連
続
優
勝
経
験
を
持

つ
友
生
園
チ
ー
ム
が
、
貫
禄
の
あ
る
落
ち

着
い
た
試
合
運
び
で
優
勝
を
引
き
寄
せ
ま

し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
試
合
後
は
、
対
戦
相
手
と
ハ

イ
タ
ッ
チ
を
交
わ
し
、
お
互
い
の
健
闘
を

た
た
え
合
い
ま
し
た
。

　

閉
会
行
事
で
小
林
体
育
指
導
委
員
長

は「
す
ば
ら
し
い
戦
い
を
あ
り
が
と
う
。

回
数
を
こ
な
す
度
に
、
皆
さ
ん
上
手
く
な

り
ま
し
た
。
一
般
男
女
混
合
の
部
に
出
場

し
た
選
手
は
、
明
日
、
筋
肉
痛
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
ス
ト
レ
ッ

チ
を
し
て
く
だ
さ
い
」と
講
評
を
述
べ
綱

引
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
地
域
が
活
性
化

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
来
年
も
綱
引
大

会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

競
技
は
小
・
中
学
生
チ
ー
ム
の
総
当
た

り
戦（
全
試
合
３
本
引
）と
、
一
般
男
女

混
合
チ
ー
ム
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦（
全
試

合
１
本
引
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

綱
引
き
は
、
力
だ
け
で
は
な
く
技
術

や
持
続
力
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
ど
総
合
力

が
求
め
ら
れ
る
競
技
で
す
。
試
合
進
行

は
主
審
の
合
図
で
選
手
８
名
が
位
置
に
つ

き
、
一
礼
の
あ
と
、「
ピ
ッ
ク　

ア
ッ
プ　

ザ　

ロ
ー
プ
」の
合
図
で
ロ
ー
プ
を
持
ち
、

「
テ
イ
ク　

ザ　

ス
ト
レ
イ
ン
」の
合
図

で
ロ
ー
プ
を
張
っ
た
状
態
に
し
て「
ス
テ

デ
ィ　

プ
ル
」の
合
図
で
ロ
ー
プ
を
引
き

合
い
ま
す
。
出
場
選
手
た
ち
は
持
て
る
力

を
存
分
に
発
揮
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
声

援
を
受
け
な
が
ら
自
ら
の
手
で
勝
利
を

引
き
込
み
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
利
用
で
き
ま

す
。（
県
外
の
方
で
も
利
用
可
能
で
す
）

　

村
内
か
ら
八
郎
潟
駅
ま
で
平
日
、

朝
夕
運
行
し
て
い
ま
す
。

●
運
行
経
路

役
場
か
ら
、
堂
川
方
面
・
仏
社
方

面
・
下
五
反
沢
・
沖
田
面
を
経
由
し

八
郎
潟
駅
へ

　
朝
１
便

　
（
役
場
発　

午
前
６
時
55
分
）

　
夕
方
１
便

　
（
役
場
発　

午
後
３
時
35
分
）

※
土
日
と
祝
日
は
運
休
。
昼
は
予
約
が

あ
れ
ば
運
行
し
ま
す
。

●
料
　
　
金
〈
片
道
〉

　

お
と
な　
　
　
　
　

１
０
０
０
円

　

こ
ど
も（
小
学
生
）　　

５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
乳
幼
児
無
料
）

※
乗
車
人
員
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員（
７
人
）を
超
え
た
と
き

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
確
実
に
利
用

し
た
い
場
合
は
、
事
前
申
込
が
必
要

で
す
。

●
申

込

先

　
上
小
阿
仁
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

☎ 

０
１
８
６（
77
）３
０
５
８

　
　
　

 

Ｉ
Ｐ
告
知（
66
）３
０
５
８

み
ん
な
の

　

こ
あ
に
号
を

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

心
を
一
つ
に

勝
つ
ま
で
あ
き
ら
め
な
い

Ｔ
Ａ
Ｇ　

Ｏ
Ｆ　

Ｗ
Ａ
Ｒ
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11
月
17
日
、
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
秋
田
県
と(
財)
あ
き
た
企
業
活
性

化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
60
回
秋
田
県

発
明
展
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
の
部
に
出
品
し
た
武
石
清
治
さ
ん

の「
外
煙
突
の
曲
が
り
部
・
楽
楽
す
す
取

り
体
」が
、
秋
田
県
知
事
賞
に
輝
き
ま
し

た
。
受
賞
作
品
は
名
前
の
由
来
ど
お
り
楽

に
す
す
取
り
が
で
き
る
よ
う
に
、
ス
ト
ー

ブ
の
煙
突
部
分
に
工
夫
こ
ら
し
た
ア
イ
デ

ア
作
品
で
す
。

　

武
石
さ
ん
は
受
賞
し
た
喜
び
と「
今
後

も
便
利
で
使
い
や
す
い
商
品
を
発
明
し
た

い
」と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

11
月
14
日
、
南
沢
・
不
動
羅
・
中
茂

集
落
で
結
成
し
た
、
地
元
の
資
源
で
商
品

開
発
を
目
指
す「
や
わ
ら
会
」メ
ン
バ
ー

と
秋
田
県
元
気
ム
ラ
推
進
チ
ー
ム
は
仙
北

市
八
津
・
鎌
足
地
区
の
西
明
寺
栗
園
を
視

察
し
、
南
沢
の
栗
林
の
実
情
を
話
し
な
が

ら
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

西
明
寺
栗
は
日
本
一
大
き
な
栗
と
し
て

有
名
で
、
生
産
組
合
は
栗
の
木
の
剪
定
、

管
理
、
燻
蒸
か
ら
品
質
管
理
ま
で
様
々

な
工
夫
を
行
い
、
栗
を
商
品
と
し
て
販
売

し
て
い
ま
し
た
。
栗
園
の
木
は
背
が
低
く
、

リ
ン
ゴ
の
木
の
よ
う
に
剪
定
さ
れ
、
栗
の

イ
ガ
が
下
に
落
ち
る
前
に
収
穫
す
る
こ
と

が
で
る
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

　

上
小
阿
仁
村
に
来
ら
れ
る
方
・
出
か

け
る
方
の
た
め
に
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
さ
れ
る
方
は
前
日
の
午
後
５

時
ま
で
に
各
タ
ク
シ
ー
会
社
に
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

全
集
落
の
自
宅
前
か
ら
大
館
能
代
空

港
、
阿
仁
前
田
駅
、
阿
仁
合
駅
ま
で
の

直
行
便
で
す
。

【
利 

用 

者
】

　

だ
れ
で
も
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。

（
県
外
の
方
で
も
利
用
で
き
ま
す
。）

【
料
　
　
金
】

〈
片
道
〉お
と
な　
　
　
　

１
０
０
０
円

　
　
　

こ
ど
も（
小
学
生
）　

５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
乳
幼
児
無
料
）

【
利
用
条
件
】

　

利
用
前
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
申
し

込
む
こ
と
。

※
乗
車
人
員
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

定
員
オ
ー
バ
ー
の
と
き
は
利
用
で
き

ま
せ
ん

●
大
館
能
代
空
港
を
利
用
さ
れ
る
場
合

　
（
東
京
２
便
が
対
象
で
す
。）

　
合
川
タ
ク
シ
ー
合
資
会
社

　
　

☎ 

０
１
８
６（
78
）２
５
２
２

●
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
を
利
用
さ
れ
る
場
合

　
（
利
用
で
き
る
便
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。）

　
米
内
沢
タ
ク
シ
ー
合
資
会
社

　
　

☎ 

０
１
８
６（
72
）３
２
１
２

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

事
前
予
約
制

　

上
小
阿
仁
村
民
歌
の
歌
詞
に
登
場
す

る
姫
ヶ
岳
を
親
子
で
登
山
す
る
企
画
が
11

月
６
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
親
子
登
山
は
、
青
少
年
育
成
上
小

阿
仁
村
民
会
議
の
主
催
で
、
自
然
を
愛

す
る
豊
か
な
心
を
培
う
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
上
小
阿
仁
村
側
の
林
道
が

工
事
中
の
た
め
、
北
秋
田
市
阿
仁
側
か
ら
、

山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。
道
案
内
は
上

小
阿
仁
村
山
岳
会
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

お
よ
そ
１
時
間
ほ
ど
掛
け
て
山
頂
に
到
着

し
ま
し
た
。

　

姫
ヶ
岳
は
村
民
歌
に
歌
わ
れ
る
み
ん
な

が
知
っ
て
い
る
山
で
す
が
、
登
頂
す
る
機

会
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
日

の
親
子
登
山
は
自
然
体
験
を
満
喫
し
た

貴
重
な

一
日
に

な
り
ま

し
た
。

や
わ
ら
会

　

西
明
寺
栗
の
里
へ

雲
湧
き
あ
が
る

　
　
　

姫
ヶ
岳
♪

秋
田
県
知
事
賞
受
賞

武
石
清
治
氏（
羽
立
）

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



4

　

雇
用
の
場
創
出
に
向
け
、
㈱
Ｅ
Ｃ
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ（
北
秋
田
市
綴
子
）と
、

旧
木
材
工
芸
セ
ン
タ
ー
の
建
物
及
び
敷
地

の
賃
貸
借
仮
契
約
を
締
結
し
、
誘
致
計

画
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
企
業
側
か
ら

当
初
計
画
を
大
幅
に
変
更
し
た
い
と
申
し

出
が
あ
り
、
村
は
誘
致
企
業
と
し
て
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
と
判
断
し
、
こ
れ
ま
で
の

合
意
事
項
を
撤
回
し
ま
し
た
。

　

企
業
の
説
明
で
は
、
大
手
製
紙
会
社

に
販
売
す
る
予
定
だ
っ
た
固
形
燃
料（
ペ

レ
ッ
ト
）の
納
入
材
料
が
、
円
高
の
影
響

で
繊
維
工
場
の
受
注
量
が
減
り
、
繊
維
く

ず
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、

旧
木
材
工
芸
セ
ン
タ
ー
に
予
定
し
て
い
た

機
械
設
備
が
建
物
に
入
ら
な
い
こ
と
な
ど

が
判
明
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
計
画

が
不
十
分
な
状
態
で
操
業
し
て
も
経
営

が
成
り
立
た
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
た
め

契
約
事
項
を
白
紙
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

企
業
誘
致
は
雇
用
創
出
に
つ
な
が
る
村

政
の
最
重
要
課
題
で
す
。
今
後
も
企
業

支
援
制
度
等
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を

推
進
し
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

支
障
と
な
り
事
故
の
原
因
と
な
る
場
合

が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。
絶
対
に
捨
て
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
自
宅
前
は

　
　
　
自
分
で
除
雪
し
ま
し
ょ
う

　

除
雪
車
が
通
っ
た
後
は
ど
う
し
て
も
雪

が
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
通
勤
や
通
学
時

間
帯
ま
で
に
交
通
確
保
す
る
た
め
、
沿
道

一
軒
一
軒
の
出
入
り
口
除
雪
や
各
家
庭
の

時
間
帯
に
合
わ
せ
た
作
業
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
お
年
寄
り
世
帯

等
の
除
雪
に
つ
い
て
は
近
隣
で
の
ご
協
力

に
よ
る
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
建
設
班

　
　

☎　
（
77
）  
２
２
２
４

　

村
で
は
降
雪
時
の『
安
全
で
円
滑
な
道

路
交
通
を
確
保
す
る
』た
め
、
適
切
な
除

雪
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

効
率
よ
く
安
全
な
除
雪
作
業
を
実
施

す
る
た
め
次
の
よ
う
な
点
に
ご
理
解
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

路
上
駐
車
部
分
の
除
雪
が
で
き
ず
に
、

道
幅
が
せ
ま
く
な
り
ま
す
。
交
通
渋
滞

や
事
故
の
原
因
と
な
る
ほ
か
、
除
雪
作
業

が
遅
れ
る
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
絶
対
に

お
や
め
く
だ
さ
い
。

◆
深
夜
、
早
朝
の
作
業
に

　
　
　
　
　
　
ご
理
解
願
い
ま
す

　

除
雪
作
業
は
交
通
量
の
少
な
い
深
夜

か
ら
早
朝
に
か
け
て
行
う
た
め
、
除
雪
車

の
エ
ン
ジ
ン
音
や
振
動
で
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
快
適
で
安
全
な
通
勤
・
通

学
路
の
確
保
の
た
め
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

◆
道
路
に
置
い
て
あ
る
も
の
は

　
　
　
　
　
　
撤
去
し
ま
し
ょ
う

　

道
路
に
置
い
て
あ
る
物
は
、
除
雪
車
が

引
っ
か
け
て
周
囲
の
物
を
壊
し
て
し
ま
う

原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

撤
去
し
ま
し
ょ
う
。

◆
道
路
に
雪
を

　
　
　
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

道
路
に
雪
を
捨
て
ら
れ
る
と
、
交
通
の

企
業
誘
致
計
画
の
中
止

に
つ
い
て

【
役
場
】

　

12
月
29
日（
木
）か
ら
１
月
３
日（
火
）

　

出
生
届
、
婚
姻
届
、
死
亡
届
等
の
戸

籍
に
関
す
る
届
出
の
受
付
は
で
き
ま
す

が
、
住
民
票
や
戸
籍
謄
本
、
抄
本
等
の
各

種
証
明
書
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
診
療
所
】

　

12
月
29
日（
木
）か
ら
１
月
３
日（
火
）

【
ご
み
収
集
業
務
】

　

12
月
31
日（
木
）か
ら
１
月
３
日（
火
）

【
長
下
廃
棄
物
最
終
処
分
場
】

　

12
月
31
日（
木
）か
ら
１
月
３
日（
火
）

【
北
秋
田
ク
リ
ー
ン

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
】

　

12
月
31
日（
木
）か
ら
１
月
３
日（
火
）

【
山
ふ
じ
温
泉
】

　

12
月
31
日（
土
）は

　
　
　
　
　

午
後
８
時
ま
で
営
業

　

１
月
１
日（
日
）か
ら
１
月
２
日（
月
）

役
場
業
務
等

　
年
末
年
始
の
休
業
日

　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

除
雪
作
業
に
ご
理
解
、

　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い
!!



早
め
の
点
灯
、

　

４
時
か
ら
ラ
イ
ト
を

　
　
　
　
　

合
言
葉
に
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11
月
11
日
、
上
小
阿
仁
村
交
通
安
全

母
の
会
会
員
が
、
子
ど
も
と
親
、
高
齢
者

交
通
安
全
啓
発
事
業
の
一
環
と
し
て
、
か

み
こ
あ
に
保
育
園
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

母
の
会
会
員
ら
は
交
通
ル
ー
ル
の
大
切

さ
を
園
児
に
も
わ
か
り
や
す
く
説
明
す

る
た
め
、
交
通
安
全
を
題
材
と
し
た
紙

芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。
は

じ
め
は
、
そ
わ
そ
わ
し
て
い
た
園
児
も

物
語
が
は
じ
ま
る
と
、
紙
芝
居
に
じ
っ
と

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
道
路
を
飛
び
出
し
、

交
通
事
故
に
遭
い
そ
う
に
な
っ
た
場
面
の

呼
び
か
け
で
は
、「
道
路
で
遊
ば
な
い
よ
う

に
す
る
」と
約
束
し
、
交
通
ル
ー
ル
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
、「
４

時
か
ら
ラ
イ
ト
＆
乗
っ
た
ら
ベ
ル
ト
」運

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
上
小
阿
仁
村
交
通
指
導
隊
、

阿
仁
部
交
通
安
全
協
会
上
小
阿
仁
支
部

会
員
、
上
小
阿
仁
駐
在
所
長
ら
は
、
運
動

期
間
中
の
３
日
間
、
役
場
前
で
走
行
中
の

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
看
板
と
旗
を
掲
げ
、
早
め

の
ラ
イ
ト
点
灯
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

毎
年
、
10
月
か
ら
12
月
の
３
カ
月
は
、

死
亡
事
故
な
ど
重
大
な
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
前
照
灯
点
灯
は
、
歩
行

者
や
対
向
車
を
照
ら
す
だ
け
で
な
く
、
自

分
の
存
在
を
相
手
に
気
づ
か
せ
る
側
面
も

あ
り
ま
す
。「
自
分
は
見
え
る
か
ら
大
丈

夫
」と
思
わ
ず
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

 

紙
芝
居
で

 

交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ

　

秋
田
県
飲
酒
運
転
追
放
県
民
運
動
の

強
化
期
間
が
12
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
自

覚
を
促
し「
飲
酒
運
転
は
し
な
い
、
さ
せ

な
い
運
動
」を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
基
本
事
項

・
運
転
を
す
る
と
き
は
、

　
　
　
　
絶
対
に
酒
を
飲
ま
な
い
。

・
酒
を
飲
ん
だ
と
き
は
、

　
　
　
　
絶
対
に
車
を
運
転
し
な
い
。

・
運
転
を
す
る
人
に
は
、

　
　
　
　
絶
対
に
酒
を
飲
ま
せ
な
い
。

・
酒
を
飲
ん
だ
人
に
は
、

　
　
　
　
絶
対
に
運
転
を
さ
せ
な
い
。

　

12
月
11
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
、
年

末
の
交
通
安
全
推
進
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

運
動
の
重
点

・
飲
酒
運
動
の
根
絶

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
冬
道
の
安
全
運
転
の
推
進

・
す
べ
て
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
徹
底

　

こ
の
時
期
は
、
夕
暮
れ
時
、
夜
間
に
よ

る
交
通
事
故
や
飲
酒
運
転
に
よ
る
重
大

事
故
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
雪
道
で
の
ス

リ
ッ
プ
事
故
も
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
の
で
、
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
交
通

マ
ナ
ー
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
追
放
県
民
運
動

年
末
の
交
通
安
全
運
動

閲覧年月日 請 求 者 概　　　要 住 民 の 範 囲

H22年12月27日 秋 田 県 県民情報化調査 満15歳以上80歳未満

H23年1月20日 内 閣 府 社会に対する意識調査 沖田面地区の20歳以上の者

H23年1月21日 自 衛 隊 自衛官等の募集に必要な適齢者情報把握 H5.4.2～H6.4.1生まれの者

H23年2月15日 日本銀行 生活意識に関するアンケート調査
小沢田、五反沢、杉花、堂川、福舘、
仏社地区の２０歳以上の者

H23年5月27日 秋 田 県 県民意識調査 20歳以上　

H23年6月15日 秋 田 県 秋田県水と緑の森づくり税に関する
県民アンケート調査 20歳以上　

H23年6月27日 秋 田 県 秋田県買い物動向調査 20歳以上　

計６件

住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況について公開します。
平成22年11月１日以降

住民基本台帳法により
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※現年課税分調定額による

①村 税（人口 ２,８０２人、世帯数 １,２３８世帯） ②国民健康保険税

23年９月末現在高増  減  高 前年度末現在高 区    分 

本 庁 舎 

公 共 用 財 産 

そ の 他 の 行 政 機 関 

山 林 

そ の 他 

計 

 
２１,３８９㎡

２９０,３２８㎡

５６㎡

２２,１５５,２５５㎡

３,８７９,３２４㎡

２６,３４６,３５２㎡

２１,３８９㎡

２９０,３２８㎡

５６㎡

２２,１５５,２５５㎡

３,８７９,３２４㎡

２６,３４６,３５２㎡

０㎡

０㎡

０㎡

０㎡

０㎡

０㎡

地
方
債
及
び

一
時
借
入
金

基
 
 
金

建
 
 
物

土
 
 
 
地

債
 

権

出
資
に
よ

る
権
利

有
価

証
券

車
両

一世帯当たり 村民一人当たり 税　　目区  分 

加　　　　入
一世帯当たり 

加　入　者
一人当たり 

１１４,７９８円６９,２５２円

23年９月末台数増  減  高 前年度末台数 区    分 

車 両 ５０台 ２台 ４８台 

23年９月末現在高増  減  高 前年度末現在高 区    分 

株 券 ５,４４１万円０万円 ５,４４１万円

23年９月末現在高増  減  高 前年度末現在高 区    分 

出 資 金 ２,７０３万円０万円２,７０３万円

23年９月末現在高増  減  高 前年度末現在高 区    分 

奨 学 金 貸 付 金 

東北労働金庫貸付金

中小企業振興融資斡旋資金制度預託金

計 

23年９月末現在高増  減  高  前年度末現在高 区    分 

本 庁 舎 

公 共 用 財 産 

そ の 他 の 行 政 機 関 

そ の 他 

計 

３,２４１㎡

３９,０２０㎡

３５８㎡

０㎡

４２,６１９㎡

０㎡

△１４５㎡

０㎡

０㎡

△１４５㎡

３,２４１㎡

３９,１６５㎡

３５８㎡

０㎡

４２,７６４㎡

23年９月末現在高増  減  高 前年度末現在高 区    分 

一般会計財政調整基金 

一 般 会 計 減 債 基 金 

そ の 他 目 的 基 金 

計 

１０億　３１２万円

１億 ８５９万円

８億１,１０２万円

１９億２,２７３万円

１億３,１３４万円

３８万円

５,３３５万円

１億８,５０７万円

８億７,１７８万円

１億 ８２１万円

７億５,７６６万円

１７億３,７６５万円

一時借入金現在高 23年９月末現在高増 減 高 前年度末現在高 会計区分 

一 般 会 計 

特 別 会 計 

計 

０万円

０万円

０万円

２７億５,９８２万円

１４億８,１９５万円

４２億４,１７７万円

△２億１,９４０万円

△３,８６９万円

△２億５,８０９万円

２９億７,９２２万円

１５億２,０６４万円

４４億９,９８６万円

円 ２２,３４９

１,１００

３０,００３

１,８９０

２,８８８

５８,２３０

５０,５８２

２,４８９

６７,９０６

４,２７８

６,５３７

１３１,７９２

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

村民税 個人分

村民税 法人分 

純 固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

た ば こ 税 

直接負担する村税

間接的に負担する村税

住民の負担状況

財産、地方債及び一時借入金の現在高

 計

　 加入被保険者数 ８６２人
　（加入世帯数 　　５２０世帯）

３,２５９万円

１,０００万円

１,４００万円

５,６５９万円

３,１９３万円

０万円

０万円

３,１９３万円

６７万円

１,０００万円

１,４００万円

２,４６７万円

※（注）特別会計収入不足分については、一般会計からの会計間流用により執行しています｡

執行率 執 行 済 額 収入率 収 入 済 額 予 算 現 額 会　計　区　分 

歳入歳出予算現額 

収 入 済 額 

収 入 率 

執 行 済 額 

執 行 率 

２３億５,１３０万円

１３億４,３３９万円

５７.１％

９億３,９１３万円

３９.９％

18億16億14億12億10億８億６億４億２億０

特別会計歳入歳出予算の執行状況

村の財政状況をお知らせいたします 村の財政状況をお知らせいたします 村の財政状況をお知らせいたします 村の財政状況をお知らせいたします 村の財政状況をお知らせいたします 

地方交付税

国庫支出金

県 支 出 金

村 税

村 債

繰 越 金

諸 収 入

財 産 収 入

地方譲与税

そ の 他

国民健康保険事業勘定

国民健康保険診療施設勘定

特 別 養 護 施 設

簡 易 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

下 水 道 事 業

介 護 保 険 事 業 勘 定

後 期 高 齢 者 医 療

合　　　　　計

４億１,６０７万円

１億３,５７３万円

３億７,９８８万円

７,４８５万円

７,７２９万円

４,３２５万円

３億７,４４７万円

３,９３０万円

１５億４,０８３万円

１億６,９０７万円

５,６７９万円

１億７,１５４万円

３,４１３万円

３,１８４万円

１,７０１万円

１億６,６１２万円

１,２４１万円

６億５,８９０万円

１億７,４０８万円

４,９８０万円

１億４,８９２万円

３,１４０万円

３,１９８万円

２,３７２万円

１億５,４０６万円

１,１６８万円

６億２,５６３万円

４０.６％

４１.８％

４５.２％

４５.６％

４１.２％

３９.３％

４４.４％

３１.６％

４２.８％

４１.８％

３６.７％

３９.２％

４１.９％

４１.４％

５４.８％

４１.１％

２９.７％

４０.６％

　村では、村民の皆さんに財政事情を知っていただくため、毎年２回、財政状況の概要を
公表しています。
　　今回は、平成 23 年度予算の９月３０日現在の執行状況をお知らせします。

一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
状
況

一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
状
況

歳入

歳出
5億２億 ３億 ４億１億０

総 務 費

公 債 費

民 生 費

農林水産業費

土 木 費

衛 生 費

教 育 費

消 防 費

議 会 費

そ の 他

歳
入

歳
出

■予算現額 
■収入・執行済額 

14億5,677万円

7,047万円

10億9,902万円

3,045万円

2億38万円
315万円

1億7,538万円
1億1,289万円

1億5,140万円

3,988万円
3,988万円

6,827万円
1,098万円

4,629万円
987万円

2,467万円
730万円

1億1,780万円
2,986万円

3億7,847万円
1億3,099万円

3億7,903万円
1億9,370万円

4億2,511万円
1億3,486万円

2億5,541万円
4,842万円

1億7,058万円
4,929万円

2億9,487万円
1億8,134万円

1億8,126万円
7,489万円

1億6,864万円
6,637万円

5,882万円
3,229万円

3,912万円
2,699万円



7

※現年課税分調定額による

①村 税（人口 ２,８０２人、世帯数 １,２３８世帯） ②国民健康保険税

23年９月末現在高増  減  高 前年度末現在高 区    分 

本 庁 舎 

公 共 用 財 産 

そ の 他 の 行 政 機 関 

山 林 

そ の 他 

計 

 
２１,３８９㎡

２９０,３２８㎡

５６㎡

２２,１５５,２５５㎡

３,８７９,３２４㎡

２６,３４６,３５２㎡

２１,３８９㎡

２９０,３２８㎡

５６㎡

２２,１５５,２５５㎡

３,８７９,３２４㎡

２６,３４６,３５２㎡

０㎡

０㎡

０㎡

０㎡

０㎡

０㎡

地
方
債
及
び

一
時
借
入
金

基
 
 
金

建
 
 
物

土
 
 
 
地

債
 

権

出
資
に
よ

る
権
利

有
価

証
券

車
両

一世帯当たり 村民一人当たり 税　　目区  分 

加　　　　入
一世帯当たり 

加　入　者
一人当たり 

１１４,７９８円６９,２５２円

23年９月末台数増  減  高 前年度末台数 区    分 

車 両 ５０台 ２台 ４８台 

23年９月末現在高増  減  高 前年度末現在高 区    分 

株 券 ５,４４１万円０万円 ５,４４１万円

23年９月末現在高増  減  高 前年度末現在高 区    分 

出 資 金 ２,７０３万円０万円２,７０３万円

23年９月末現在高増  減  高 前年度末現在高 区    分 

奨 学 金 貸 付 金 

東北労働金庫貸付金

中小企業振興融資斡旋資金制度預託金

計 

23年９月末現在高増  減  高  前年度末現在高 区    分 

本 庁 舎 

公 共 用 財 産 

そ の 他 の 行 政 機 関 

そ の 他 

計 

３,２４１㎡

３９,０２０㎡

３５８㎡

０㎡

４２,６１９㎡

０㎡

△１４５㎡

０㎡

０㎡

△１４５㎡

３,２４１㎡

３９,１６５㎡

３５８㎡

０㎡

４２,７６４㎡

23年９月末現在高増  減  高 前年度末現在高 区    分 

一般会計財政調整基金 

一 般 会 計 減 債 基 金 

そ の 他 目 的 基 金 

計 

１０億　３１２万円

１億 ８５９万円

８億１,１０２万円

１９億２,２７３万円

１億３,１３４万円

３８万円

５,３３５万円

１億８,５０７万円

８億７,１７８万円

１億 ８２１万円

７億５,７６６万円

１７億３,７６５万円

一時借入金現在高 23年９月末現在高増 減 高 前年度末現在高 会計区分 

一 般 会 計 

特 別 会 計 

計 

０万円

０万円

０万円

２７億５,９８２万円

１４億８,１９５万円

４２億４,１７７万円

△２億１,９４０万円

△３,８６９万円

△２億５,８０９万円

２９億７,９２２万円

１５億２,０６４万円

４４億９,９８６万円

円 ２２,３４９

１,１００

３０,００３

１,８９０

２,８８８

５８,２３０

５０,５８２

２,４８９

６７,９０６

４,２７８

６,５３７

１３１,７９２

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

村民税 個人分

村民税 法人分 

純 固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

た ば こ 税 

直接負担する村税

間接的に負担する村税

住民の負担状況

財産、地方債及び一時借入金の現在高

 計

　 加入被保険者数 ８６２人
　（加入世帯数 　　５２０世帯）

３,２５９万円

１,０００万円

１,４００万円

５,６５９万円

３,１９３万円

０万円

０万円

３,１９３万円

６７万円

１,０００万円

１,４００万円

２,４６７万円

※（注）特別会計収入不足分については、一般会計からの会計間流用により執行しています｡

執行率 執 行 済 額 収入率 収 入 済 額 予 算 現 額 会　計　区　分 

歳入歳出予算現額 

収 入 済 額 

収 入 率 

執 行 済 額 

執 行 率 

２３億５,１３０万円

１３億４,３３９万円

５７.１％

９億３,９１３万円

３９.９％

18億16億14億12億10億８億６億４億２億０

特別会計歳入歳出予算の執行状況

村の財政状況をお知らせいたします 村の財政状況をお知らせいたします 村の財政状況をお知らせいたします 村の財政状況をお知らせいたします 村の財政状況をお知らせいたします 

地方交付税

国庫支出金

県 支 出 金

村 税

村 債

繰 越 金

諸 収 入

財 産 収 入

地方譲与税

そ の 他

国民健康保険事業勘定

国民健康保険診療施設勘定

特 別 養 護 施 設

簡 易 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

下 水 道 事 業

介 護 保 険 事 業 勘 定

後 期 高 齢 者 医 療

合　　　　　計

４億１,６０７万円

１億３,５７３万円

３億７,９８８万円

７,４８５万円

７,７２９万円

４,３２５万円

３億７,４４７万円

３,９３０万円

１５億４,０８３万円

１億６,９０７万円

５,６７９万円

１億７,１５４万円

３,４１３万円

３,１８４万円

１,７０１万円

１億６,６１２万円

１,２４１万円

６億５,８９０万円

１億７,４０８万円

４,９８０万円

１億４,８９２万円

３,１４０万円

３,１９８万円

２,３７２万円

１億５,４０６万円

１,１６８万円

６億２,５６３万円

４０.６％

４１.８％

４５.２％

４５.６％

４１.２％

３９.３％

４４.４％

３１.６％

４２.８％

４１.８％

３６.７％

３９.２％

４１.９％

４１.４％

５４.８％

４１.１％

２９.７％

４０.６％

　村では、村民の皆さんに財政事情を知っていただくため、毎年２回、財政状況の概要を
公表しています。
　　今回は、平成 23 年度予算の９月３０日現在の執行状況をお知らせします。

一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
状
況

一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
状
況

歳入

歳出
5億２億 ３億 ４億１億０

総 務 費

公 債 費

民 生 費

農林水産業費

土 木 費

衛 生 費

教 育 費

消 防 費

議 会 費

そ の 他

歳
入

歳
出

■予算現額 
■収入・執行済額 

14億5,677万円

7,047万円

10億9,902万円

3,045万円

2億38万円
315万円

1億7,538万円
1億1,289万円

1億5,140万円

3,988万円
3,988万円

6,827万円
1,098万円

4,629万円
987万円

2,467万円
730万円

1億1,780万円
2,986万円

3億7,847万円
1億3,099万円

3億7,903万円
1億9,370万円

4億2,511万円
1億3,486万円

2億5,541万円
4,842万円

1億7,058万円
4,929万円

2億9,487万円
1億8,134万円

1億8,126万円
7,489万円

1億6,864万円
6,637万円

5,882万円
3,229万円

3,912万円
2,699万円



 

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の

     

機
能
活
用
に
つ
い
て

8

　
　
　
　
　

②

　　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

③

　

画
面
に「
留
守
モ
ー
ド
を
設
定
し
ま
し

た
」と
表
示
さ
れ
、
留
守
番
電
話
機
能
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

相
手
が
電
話
を
か
け
て
く
る
と
、
設
定

し
た
回
数
の
呼
び
出
し
音
が
鳴
り
、
応
答

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
、
用
件
を
録
音
し
ま

す
。

　

初
期
設
定
で
は
５
回
呼
び
出
し
音
が

鳴
り
、
録
音
が
開
始
さ
れ
る
よ
う
に
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
用
件
が
録
音
さ
れ
て

   　

留
守
番
電
話
を
設
定
す
る
と
、
外
出

中
に
電
話
を
か
け
て
き
た
相
手
に
対
し
て
、

応
答
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
し
、
用
件
を
録
音

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の

　
留
守
番
電
話
機
能
の
簡
単
設
定
方
法

　
留
守
番
電
話
を
設
定
す
る
に
は
『
留

守
』
ボ
タ
ン
を
押
し
ま
す
。（
ボ
タ
ン
が

点
灯
し
ま
す
）

　
　
　
　

①

　

応
答
メ
ッ
セ
ー
ジ「
た
だ
今
、
電
話
に

で
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ピ
ー
と
鳴
り

ま
し
た
ら
、
お
名
前
と
ご
用
件
を
お
話
し

く
だ
さ
い
」が
流
れ
、
画
面
が
切
り
替
わ

り
ま
す
。

い
る
場
合
は
、
２
回
の
呼
び
出
し
音
で
録

音
が
開
始
し
ま
す
。

　

外
出
先
の
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
か
ら
自
宅

の
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
に
電
話
し
て
、
用
件
録

音
す
る
ま
で
の
呼
び
出
し
音
の
回
数
で
録

音
件
数
が
あ
る
か
ど
う
か
確
か
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
用
件
録
音
す
る
ま
で
の
呼

び
出
し
音
の
回
数
が
５
回
の
場
合
は
録
音

件
数
が
０
件
で
、
２
回
の
場
合
は
、
録
音

件
数
が
入
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
ま

す
。

　

用
件
録
音
時
間
は
初
期
設
定
で「
５

分
」に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
用

件
１
件
の
録
音
時
間
が
最
大
５
分
録
音

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
相
手
が
電
話
を

切
る
か
、
録
音
が
５
分
を
過
ぎ
る
と
、
自

動
的
に
録
音
を
終
了
し
て
電
話
が
切
れ

ま
す
。

 

最
大
録
音
で
き
る
時
間
は
約
50
分
で
す
。

 

最
大
録
音
で
き
る
件
数
は
50
件
で
す
。

　
留
守
番
電
話
に
録
音
さ
れ
た
用
件
を

再
生
す
る
に
は
『
再
生
』
ボ
タ
ン
を
押
し

ま
す
。

　

新
し
く
用
件
が
録
音
さ
れ
て
い
る
と
Ｉ

Ｐ
告
知
端
末
の『
再
生
』ボ
タ
ン
が
点
滅

し
ま
す
。
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の『
再
生
』ボ

タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

①

　　

用
件
一
覧
が
表
示
さ
れ
、
用
件
の
録
音

件
数
が
聞
こ
え
ま
す
。

　

画
面
の
下
側
の『
全
て
再
生
』ボ
タ
ン

を
タ
ッ
チ
す
る
と
古
い
用
件
か
ら
再
生
さ

れ
ま
す
。
用
件
再
生
後
に
録
音
さ
れ
た
日

付
と
時
刻
が
聞
こ
え
ま
す
。

　
　
　
　
　

④

聞
い
て
話
し
て
触
っ
て

   
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

留
守
番
電
話
設
定
編
①

このボタン

このボタンここをタッチ
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役
場
で
発
行
し
て
い
る
住
民
票

等
の
証
明
書
等
に
つ
い
て
、
平
日

に
電
話
で
証
明
書
の
発
行
を
申
し

込
ん
で
い
た
だ
く
と
、
土
曜
日
・

日
曜
日
に
お
渡
し
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
発
行
で
き
る
書
類
は
、

・
住

民

票
　
・
印
鑑
証
明

・
資
産
証
明
　
・
評
価
証
明

・
所
得
証
明
　
・
納
税
証
明

・
課
税
非
課
税
証
明

で
す
。

　
詳
し
く
は
、
電
話
で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ら
証
明
書
の
受
け
取
り
は
、

本
人
に
限
り
ま
す
。
受
領
の
際
、

運
転
免
許
証
な
ど
の
写
真
付
き
の

証
明
書
に
よ
り
本
人
確
認
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
印
鑑
証
明
書
の
発
行
に
は
、
印

鑑
登
録
証
の
カ
ー
ド
も
必
要
で
す
。

・
ゴ
ミ
処
理
利
用
券

　
長
下
処
分
場
、
ク
リ
ー
ン
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
ゴ
ミ
処
理
利

用
券
は
、
予
約
が
な
く
て
も
発
行

で
き
ま
す
。
ま
た
、
本
人
で
な
く

て
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課☎

（
77
）
２
２
２
２

各
種
証
明
書
等
の
発
行

　
留
守
番
電
話
に
録
音
さ
れ
た
用
件
を

削
除
す
る
に
は

　

用
件
を
１
件
ず
つ
消
す
に
は
、
用
件
一

覧
で
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の『
▼
』ボ
タ
ン
又
は

『
▲
電
話
帳
』ボ
タ
ン
で
用
件
を
選
択
し
て
、

画
面
の『
１
件
削
除
』ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し

て『
は
い
』ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

⑤

　

用
件
を
１
件
ず
つ
再
生
す
る
に
は
、
用

件
一
覧
で
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の『
▼
』ボ
タ
ン

ま
た
は『
▲
電
話
帳
』ボ
タ
ン
で
用
件
を

選
択
し
て
画
面
の『
再
生
』を
タ
ッ
チ
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　

①

　

用
件
を
す
べ
て
消
す
に
は
、
用
件
一
覧

で『
全
件
削
除
』ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て

『
は
い
』ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
留
守
番
電
話
を
解
除
す
る
に
は
Ｉ
Ｐ

告
知
端
末
の
『
留
守
』
ボ
タ
ン
を
押
し
ま

す
。（
ボ
タ
ン
が
消
灯
し
ま
す
）

　
　
　
　

①

　

画
面
に「
留
守
モ
ー
ド
を
解
除
し
ま
し

た
」と
表
示
さ
れ
、
留
守
番
電
話
機
能
が

解
除
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

⑥

このボタン

このボタン

このボタン

ここをタッチ
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※同一世帯で 2 人以上入園のとき、年長児童が徴収金額、次の年長児童が徴収金× 0.5、それ以外は無料
※第 2 階層に該当する母子 ( 父子 ) 世帯あるいは、在宅障害児 ( 者 ) のいる世帯は無料
※第 3 階層に該当する母子 ( 父子 ) 世帯あるいは、在宅障害児 ( 者 ) のいる世帯は 1,000 円の軽減

◇保育料（平成２３年度実績）
各月初日の入園児童の属する世帯の階層区分 徴収額基準額（月額）

階層区分 定　　　　義 3 歳未満児 3 歳児 4 歳以上児

第 1 階層 A 生活保護法による被保護世帯 0 円 0 円 0 円

第 2 階層 B 　第 1 階層及び第
4 ～第 8 階層を除
き、前年度分の村
民税の額の区分が
次の区分に該当す
る世帯

村民税非課税世帯 6,000 円 4,000 円 4,000 円

第 3 階層
C1 均等割のみの世帯 12,000 円 10,000 円 9,000 円

C2 所得割のある世帯 14,000 円 12,000 円 11,000 円

第 4 階層

D1

　 第 1 階 層 を 除
き、前年分の所
得税課税世帯で
あって、その所
得税の額の区分
が次の区分に該
当する世帯

 10,000 円未満 17,000 円 15,000 円 14,000 円
D2  10,000 円以上    20,000 円未満 18,000 円 16,000 円 15,000 円
D3  20,000 円以上    30,000 円未満 20,000 円 18,000 円 16,000 円
D4  30,000 円以上    40,000 円未満 21,000 円 19,000 円 18,000 円

第 5 階層

D5  40,000 円以上    55,750 円未満 24,000 円 23,000 円 21,000 円
D6  55,750 円以上    71,500 円未満 27,000 円 25,000 円 23,000 円
D7  71,500 円以上    87,250 円未満 29,000 円 27,000 円 25,000 円
D8  87,250 円以上  103,000 円未満 31,000 円 29,000 円 27,000 円

第 6 階層

D9 103,000 円以上  180,500 円未満 34,000 円 32,000 円 29,000 円
D10 180,500 円以上  258,000 円未満 37,000 円 35,000 円 32,000 円
D11 258,000 円以上  335,500 円未満 40,000 円 38,000 円 35,000 円
D12 335,500 円以上  413,000 円未満 43,000 円 41,000 円 38,000 円

第 7 階層

D13 413,000 円以上  493,250 円未満 44,000 円 42,000 円 39,000 円
D14 493,250 円以上  573,500 円未満 48,000 円 46,000 円 42,000 円
D15 573,500 円以上  653,750 円未満 52,000 円 50,000 円 46,000 円
D16 653,750 円以上  734,000 円未満 56,000 円 54,000 円 50,000 円

第 8 階層 D17 734,000 円以上 57,000 円 56,000 円 51,000 円

平成２４年度の保育園児を募集します平成２４年度の保育園児を募集します

問い合わせ先　　住民福祉課　住民福祉班　保育園担当（☎７７–２２２２）

上小阿仁村小沢田字向川原２１０番地（☎７７– ３４７０）
平成 23 年 12 月 14 日 ( 水 ) ～平成 24 年１月 31 日 ( 火 )
　書類選考、面接などの方法により、平成 24 年３月上旬までに入園決定を
保護者に通知します。（各年齢ごとに定員を超えた場合、書類選考、面接選
考等により調整を行います）
　保育園入園申込書に必要な書類を添えて、保育園又は住民福祉課に提出
してください。※申込書は保育園、住民福祉課にあります。
　保育料は所得に応じて課税された市町村民税、所得税と、お子さんの年
齢により区分されます。すこやか子育て支援事業により保育料を助成する
制度があります。

◆保 育 園 所 在 地

◆申 込 受 付 期 間

◆選  考  方  法

◆申込方法・申込先

◆保育料について

　村では、平成 24 年４月から『かみこあに保育園』に入園を希望するお子さんを募集します。
　生後６ヵ月～就学前のお子さんが対象です。申し込み後、入園する前に健康診断・個別面接・
書類審査を行います。
　受付期間中に申し込んだお子さんの健康診断は２月中旬、保育園で行う予定ですが、期間を
過ぎて申し込んだ場合は、各自で健康診断を受けていただきます。
　申し込みが遅れると希望する日に入園できない場合がありますので、受付期間中の手続きを
お願いします。
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こ
ん
に
ち
は
。
桝
本
で
す
。

　

10
月
11
月
と
暖
か
い
日
が
続
い
て

い
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ「
さ
ん
び
」や

「
ひ
ゃ
っ
け
」が
流
行
語
と
な
る
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
八
木
沢
で
は
雪
の
積
も

る
前
に
畑
を
片
付
け
た
り
雪
囲
い
を

し
た
り
と
、
冬
の
準
備
を
進
め
て
い
る

日
々
で
す
。
さ
て
今
回
は
山
の
話
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

上
小
阿
仁
山
岳
会
の
10
月
例
会
登

山
は
岩
手
県
の
三
ツ
石
山
で
し
た
。
三

ツ
石
山
は
秋
田
か
ら
田
沢
湖
を
抜
け

て
岩
手
県
に
入
っ
て
小
岩
井
農
場
の
奥

に
あ
り
ま
す（
こ
の
説
明
で
わ
か
る
で

し
ょ
う
か
）。
岩
手
山
の
展
望
が
よ
い

山
で
す
。
遠
く
に
は
森
吉
山
が
見
え
ま

し
た
。
そ
の
隣
が
上
小
阿
仁
な
ん
だ
な

あ
と
皆
で
指
さ
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
紅
葉
と
展
望
を

楽
し
み
ま
し
た
。
東
北
の
山
は
で
っ
か

く
て
い
い
で
す
ね
。

　

11
月
6
日
に
は
村
民
親
子
登
山
で

姫
ヶ
岳
を
登
り
ま
し
た
。
姫
ヶ
岳
登
山

道
の
入
口
は
山
ふ
じ
温
泉
の
奥
に
あ
り

ま
す
。
道
路
工
事
の
た
め
露
熊
山
峡
を

抜
け
て
登
山
道
に
入
り
ま
し
た
。
当
日

は
雨
の
予
報
で
し
た
が
、
登
山
中
に
は

雨
が
ふ
ら
ず
濡
れ
る
こ
と
な
く
登
山
が

で
き
ま
し
た
。
頂
上
の
展
望
が
き
か
ず
、

正
面
の
森
吉
山
が
見
え
な
か
っ
た
の
が

残
念
で
し
た
。
登
山
中
に
は
ム
キ
タ
ケ

を
見
つ
け
て
子
供
た
ち
は
大
喜
び
で
採

り
ま
し
た
。

　

秋
が
深
ま
り
、
木
ノ
葉
は
す
っ
か
り

落
ち
て
、
山
の
見
通
し
が
良
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
廃
道
に
な
っ
た
八
木
沢

－

根
子
の
道
を
上
小
阿
仁
山
岳
会
の
メ
ン

バ
ー
で
探
し
に
で
か
け
ま
し
た
。
阿
仁

の
根
子
集
落
か
ら
根
烈
岳
の
稜
線
を

越
え
て
上
小
阿
仁
に
降
り
る
計
画
で
す
。

根
子
か
ら
稜
線
ま
で
は
な
ん
と
か
道
ら

し
き
も
の
の
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
峠
に
は
な
ん
と
バ
ナ
ナ
が
お

供
え
し
て
あ
っ
て
、
歩
い
て
い
る
人
が

い
る
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
上
小
阿
仁

側
へ
下
る
と
途
端
に
道
が
わ
か
ら
な
く

な
り
、
道
を
求
め
て
さ
ま
よ
い
ま
し
た
。

２
時
間
ほ
ど
道
を
探
し
て
時
間
切
れ
と

な
り
上
小
阿
仁
側
は
後
日
、
歩
こ
う
と

い
う
こ
と
で
解
散
し
ま
し
た
。

　

日
を
改
め
て
、
上
小
阿
仁
側
か
ら
登

山
し
ま
し
た
。
登
り
だ
し
て
尾
根
通
し

で
歩
い
て
い
る
う
ち
は
良
か
っ
た
の
で

す
が
、
高
度
が
増
す
に
連
れ
て
道
は
不

鮮
明
に
な
り
ヤ
ブ
を
漕
い
で
の
登
山
と

な
り
ま
し
た
。
人
が
通
ら
な
く
な
っ
た

道
は
荒
れ
る
の
が
早
い
で
す
。
ま
だ
雪

は
根
雪
に
な
っ
て
ま
せ
ん
。
12
月
に
ラ

ス
ト
ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
か
な
と
思

い
ま
す
。
う

ま
く
歩
け
る

と
い
い
ん
で

す
け
ど
。

　

寒
い
季
節

に
な
っ
て
来

ま
し
た
。
風

邪
な
ど
召
さ

れ
ま
せ
ぬ
よ

う
ご
自
愛
く

だ
さ
い
ま
せ
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
日
誌
㉓ 

〜
桝
本
編
〜

　

今
年
度
９
月
に
北
秋
田
市
で
、

「
８
０
２
０
い
い
歯
の
お
年
寄
り
」表
彰
認

定
審
査
会
が
あ
り
、加
賀
谷
信
一
さ
ん（
沖

田
面
）、
髙
橋
弘
男
さ
ん（
沖
田
面
）が
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
加
賀
谷
さ
ん
は

24
本
、
髙
橋
さ
ん
は
27
本
歯
が
あ
り
ま
す
。

　

加
賀
谷
さ
ん
は
、
良
く
噛
む
こ
と
と
朝

食
前
と
夜
の
歯
み
が
き
を
丁
寧
に
行
う

こ
と
を
心
が
け
、
毎
年
定
期
的
に
検
査

を
受
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
髙
橋
さ
ん
は
、

歯
周
病
予
防
の
た
め
に
毎
朝
ハ
チ
ミ
ツ
を

ス
プ
ー
ン
１
杯
分
食
べ
る
こ
と
を
習
慣
づ

け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

２
人
と
も
自
分
の
歯
で
食
事
が
で
き
る

こ
と
の
喜
び
を
感
じ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

平成２４年度の保育園児を募集します平成２４年度の保育園児を募集します
虫歯のない子を紹介します。

　１１月１０日に実施された乳
幼児健診において、虫歯のな
かったお子さんを紹介します。
　口の中の健康は、体全体の健
康につながります。これから
も、歯磨きを続けましょう。 武石莉空くん（沖田面） 武石崇汰くん（羽立） 鈴木萌叶ちゃん（沖田面）

3歳 3歳 4歳

「
８
０
２
０
い
い
歯　

　
　
　
　

の
お
年
寄
り
」


